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共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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平成24年度 中小企業労働事情実態調査速報

  特集特集 平成24年度 中小企業
労働事情実態調査速報

 

 

 

 

 

本会では、県内 1,000事業所を対象に、平成 24年７月１日現在における「中小企業労働事情実

態調査（回答率 54.9％）」を実施し、その概要を速報版にまとめましたので報告します。 

 

１. 経営の状況 

(1) 現在の経営状況 

経営状況は昨年に比べて改善傾向 

経営状況は、「良い」と回答した事業所が 8.4％で昨年の 7.2％から 1.2 ポイント増加し

た。一方、「悪い」と回答した事業所は 45.7％で昨年の 55.4％より 9.7 ポイント減少して

いる。 

業種別にみると、製造業は 8.2％の事業所が「良い」と回答し、昨年の 7.9％から 0.3％

増加。非製造業は 8.4％と昨年の 6.9％から 1.5 ポイント増加している。一方、「悪い」と

回答した事業所は、製造業では 45.3％で、昨年の 53.3％から 8.0 ポイント減少。非製造業

では 45.9％で昨年の 56.3％から 10.4ポイント減少している。 

規模別では「100～300人」の 18.2％、「30～99人」の 12.4％が「良い」と回答しており、

規模が大きいほど経営状況が良いとする事業所が多い。 

全国と比較すると「良い」とする事業所は本県が４ポイント少なくなっている。 
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(2) 主要事業の今後の方針 

「現状維持」が大半を占めているが、「強化拡大」も増加 

全体では「現状維持」とする事業所が 76.7％と最も多いが、「強化拡大」が 16.2％と昨

年（15.5％）より 0.7 ポイント増加した。業種別でみると、非製造業は「強化拡大」が昨

年の13.9％から13.5％に 0.4ポイント減少しているが、製造業は昨年の19.1％から22.4％

に 3.3ポイント増えている。 

全国と比較すると「強化拡大」は本県が 8.2ポイント少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(3) 経営上の障害（複数回答） 

「同業他社との競争激化」、「販売不振・受注の減少」が上位 

「同業他社との競争激化」（54.1％）、「販売不振・受注の減少」（53.0％）が昨年に引き続

き１位・２位を占めた。「販売不振・受注の減少」が昨年より 5.3 ポイント減少した一方で、

「人材不足（質の不足）」は 4.5 ポイント、「金融・資金繰り難」は 4.1ポイント増加してい

る。 
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(4) 経営上の強み（複数回答） 

「組織の機動力・柔軟性」が 1位 

上位４位までは昨年と同じく「組織の機動力・柔軟性」（29.9％）、「技術力・製品開発力」

（25.0％）、「顧客への納品・サービスの速さ」（23.1％）、「製品の品質・精度の高さ」（20.4％）

の順であった。 

昨年と比べ、「営業力・マーケティング力」（13.1％）と「優秀な仕入先・外注先」（13.5％）

がそれぞれ 4.0ポイント、3.2 ポイント増加しているのが目につく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 従業員の労働時間 

(1) 週所定労働時間 

81.7％の事業所が「40時間」以下 

週所定労働時間 40時間以下を達成している事

業所は８割を超え、「週 40 時間」の事業所が

50.8％と半数を占めている。 

「週 40 時間」を超える事業所は 18.3％と、昨

年の 15.5％から 2.8 ポイント増加しており、労

働基準法への対応が足踏み状態にあることが伺

われる。 

全国と比較しても本県が 5.6ポイント高い。 

 

(2) 月平均残業時間 

残業時間は若干増加傾向 

残業時間は「なし」（33.7％）と回答

した事業所が最も多く、次に「１～10

時間未満」（32.4％）となっている。そ

の一方、「10～20 時間未満」「20～30 時

間未満」「50 時間以上」は若干ながら増

えている。 
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理 事 長  安  忠 雄  
役 職 員 一 同  

ＴＥＬ   0997-52-7111 
〒894-0025  奄美市名瀬幸町６番 5 号 

F A X  0997-53-5211 

３. 従業員の有給休暇 

(1) 有給休暇の平均付与日数 

付与日数は「15～20日未満」が最も多い 

有給休暇（前年繰越を含まず。）の平均付与日数は「15～20 日未満」が 35.3％で最も多

く、次に「10～15日未満」が 28.3％、「20～25 日未満」が 20.7％となっている。 

全国では「15～20 日未満」が 46.9％と最も多く、「10～15 日未満」（22.1％）、「20～25

日未満」（20.1％）の順となっている。 

なお、労働基準法では６か月以上継続勤務し、全労働日の８割以上出勤した労働者（パー

トタイマー含む）に対し、10労働日の有給休暇を与えなければならないことが定められて

おり、「10日未満」と回答した事業所においては早急な対応が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
(2) 有給休暇の平均取得日数 

取得日数は「５日未満」の事業所が最も多い 

有給休暇の取得日数は「５～10日未満」の事業所が 39.4％と最も多く、次に「５日未満」

（32.9％）、「10～15 日未満」（20.5％）となっている。全国でも同様の結果になっている。 
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４. 育児休業の整備 

(1) 育児休業制度の規定の整備状況 

規定を整備している事業所は 54.8％ 

就業規則等に育児休業制度を規定している事業所は

54.8％、規定していない事業所は 45.2％で、半数近い事業

所で育児休業制度への対応が遅れていることが伺われる。 

 

 

 

 

 

 

(2) 育児休業の取得状況 

取得した従業員がいる事業所は 7.3％ 

育児休業を取得した従業員が

いると回答した事業所は40事業

所（7.3％）。取得した従業員の

性別の割合は、女性が 90.6％、

男性が 9.4％と圧倒的に女性の

取得が多い。  

  

 

 

 

(3) 働きながら育児をする従業員に対する支援（複数回答） 

短時間勤務及び始業・終業時刻の繰上げ・繰下げが多い 

「特に支援はしていない」との回答（56.5％）が最も多く、支援している事業所では、「短

時間勤務制度の導入」（22.8％）、「始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ」（22.4％）、「所定外

労働の免除」（16.2％）の順となっている。 

全国と比較しても「特に支援はしていない」（45.4％）が最も多く、支援している内容も

本県と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7

中小企業かごしま／2012.9

平成24年度 中小企業労働事情実態調査速報

５. 介護休業の整備 

(1) 介護休業制度の規定の整備状況 

整備している事業所は 49.2％ 

就業規則等に介護休業制度を規定している事業所は

49.2％、規定していない事業所は 50.8％で、半数の事業所

で介護休業制度への対応が遅れていることが伺われる。 

 

 

 

 

 

(2) 介護休業の取得状況 

取得した従業員がいる事業所は 1.3％ 

介護休業を取得した従業員が

いると回答した事業所は７事業

所（1.3％）に止まっている。取

得した従業員は９人で性別の割

合は、男性が 66.7％、女性が

33.3％と、男性が占める割合が高

い。 

  

 

(3) 働きながら介護をする従業員に対する支援（複数回答） 

短時間勤務及び始業・終業時刻の繰上げ・繰下げが多い 

「特に支援はしていない」（63.2％）事業所が最も多く、支援する事業所では「短時間勤

務制度の導入」（19.1％）、「始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ」（17.5％）、「所定外労働の

免除」（14.4％）の順となっている。 

全国と比較しても、「特に支援していない」（53.2％）が最も多く、支援している内容も

本県と同様の結果となっている。 
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６. 新規学卒者の採用 

平成 24年度の新規学卒者の採用状況 
高校卒（技術系）の採用が多い 

新規学卒者の採用予定・採用人数では、「高校卒」（技術系）が採用予定・採用人数とも

に最も多い。その一方、充足率は 94.4％と低くなっている。 

採用人数は、「専門学校卒」（事務系）、「短大卒（含高専）」（技術系）が少ない結果となっ

ている。充足率は、「高校卒」（技術系）及び「大学卒」（技術系）を除き 100％となってい

る。 

１人当たりの平均初任給額は、「短大卒（含高専）（技術系）」、「高校卒（技術系）」、「専

門学校卒（技術系）」で増額している。 

反対に、「専門学校卒（事務系）」、「高校卒（事務系）」の減額が目につく。 

全国との比較では「短大卒（含高専）（技術系）」を除く全てにおいて、10％前後低くなっ

ている。  

〔新規学卒者の学卒別採用実績及び平均初任給〕 

学 卒 
採用 

予定 

採用 

人数 

充足率

(％) 

平均初任給額 

（鹿児島県） 

平均初任給額 

（全国） 

高校卒 
技術系 54人 51人 94.4 144,540円 (140,765円) 156,863円 (155,925円)

事務系 19人 19人 100.0 134,400円 (151,103円) 152,618円 (151,687円)

専門 

学校卒 

技術系 28人 28人 100.0 150,252円 (148,570円) 168,980円 (165,888円)

事務系 4人 4人 100.0 143,280円 (180,000円) 165,003円 (165,786円)

短大卒 

(含高専) 

技術系 1人 1人 100.0 180,060円 (154,333円) 172,083円 (168,373円)

事務系 11人 11人 100.0 151,260円 (157,531円) 164,104円 (163,809円)

大学卒 
技術系 20人 19人 95.0 174,695円 (185,500円) 193,045円 (194,002円)

事務系 19人 19人 100.0 168,678円 (179,445円) 190,766円 (189,245円)

合 計 
技術系 103人 99人 96.1

  
事務系 53人 53人 100.0

※平均初任給額は加重平均 （ ）内は前年度の平均初任給額 
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７．平成 25年度の新規学卒者採用計画 

採用計画「ある」が増加 

新規学卒者の採用計画が「ある」と回答した事業所は 10.0％で、昨年度の 6.6％より 3.4

ポイント増加した。その一方、23年度から減少傾向にあるものの、65.2％の事業所が「な

い」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学卒ごとでは、「高校卒」が 51.2％で最も多く、「大学

卒」（25.6％）、「専門学校卒」（16.8％）、「短大卒（含高

専）」（6.4％）の順であった。 

規模別でみると、採用計画が「ある」と回答したのは、

従業員数「100～300人」が 36.4％、「30～99人」が 18.6％、

「10～29 人」が 9.9％となっている。 

業種別でみると、採用計画が「ある」と回答したのは、

製造業の 10.6％、非製造業の 9.8％で、採用計画が「な

い」と回答したのはそれぞれ 64.7％、65.4％である。 

全体では、採用計画が「ない」と回答した事業所は

65.2％で、昨年度の 68.6％より 3.4 ポイント減少しているが、従業員数「１～４人」の事

業所においては、84.0％が採用計画が「ない」と回答しており、規模が小さくなるほど厳

しい雇用状況にあることが伺われる。 

全国との比較では、採用計画が「ある」と回答した事業所は本県が 5.7ポイント低い。 
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８．高年齢者の雇用 

(1) 60歳以上の高年齢者の雇用状況 

「雇用している」が 70.9％ 

70.9％の事業所が高年齢者を雇

用している。 

雇用形態は、「正社員」が 57.4％

で最も多く、次に「嘱託・契約社

員」（21.5％）、「パートタイマー」

（16.7％）の順になっている。 

 

 

 

(2) 高年齢者雇用措置で講じた措置 

「継続雇用制度の導入」が 67.1％と最も多い 

高年齢者雇用で講じた措置は「継続雇用制度の導入」が

67.1％で最も多く、「定年年齢を 65歳以上に引き上げてい

る」（19.5％）、「定年の定めの廃止」（10.3％）の順となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

９．障がい者の雇用 

(1) 障がい者の雇用状況 

「雇用している」が 20.0％ 

20.0％の事業所が、障がい者を雇用していると回答した。障がい者の構成は、「身体障が

い者」80.7％、「知的障がい者」15.1％、「精神障がい者」3.0％となっている。業種別でみ

ると、製造業は「身体障がい者」が７割弱、「知的障がい者」が３割弱となっているが、非

製造業は「身体障がい者」が９割と雇用の大半を占めている。 

また、未雇用事業所における障がい者の新規雇用予定は「予定はない」93.4％、「検討中

である」5.7％、「予定がある」0.9％であった。 
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 (2) 雇用している障がい者に対し、どのような雇用管理上の配慮を行っているか（複数回答） 

「担当業務・内容の配慮」が 53.6％と最も多い 

雇用している障がい者への配慮は、「担当業務・内容の配慮」が 53.6％と最も多く、次

いで「特に配慮は必要ない」30.0％、「通院・服薬管理など医療上の配慮」21.8％、「短時

間勤務など勤務時間の配慮」14.5％の順であった。 

全国との比較では、１位と２位は本県と同じだったが、３位と４位は逆の結果となって

いる。 
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中央会の動き

つながる未来へ！
明日を拓く組合フェスタ

 

 

 

 

 

 組合や企業等と連携して開発した商品や組合の様々な活動を紹介する｢組

合展示会｣を、鹿児島中央駅前「ＡＭＵ広場」・「東口駅前広場」で開催します。 

出展組合による活動を紹介するプレゼンテーションやスタンプラリーによ

る抽選会（空くじなし）の実施、ご当地アイドル「サザンクロス」のミニラ

イブなど、楽しいイベントが盛り沢山ですので、皆様のご来場をお待ちして

います。 

➣ 開 催 日 時  平成 24年 10月 20日（土）・21日(日)  

時 間 内 容 

11：00 開会 

13：00 ～ 14：40 出展組合によるプレゼンテーション 

14：40 ～  サザンクロス ミニライブ 

16：30 ～ 17：00 表彰式（※２日目のみ） 

17：00 閉会 

➣ 場   所  鹿児島中央駅前「ＡＭＵ広場」・「東口駅前広場」 

➣ 主   催  鹿児島県中小企業団体中央会 

➣ 後   援  鹿児島県、鹿児島市、株式会社南日本新聞社 

➣ 出展ブース   

出展組合 テーマ 

さつまいも産業振興(協) さつまの美味しいさつまいも
．．．．．

で作る鹿児島ならではの商品紹介 

鹿児島県漬物商工業(協) 有機農法等の野菜で作る安全・安心・健康に配慮した漬物紹介 

鹿児島県オーストリッチ事業(協) 
健康に配慮した「無添加ダチョウウィンナー」、菓子業界とコラボ

したアレルギー性が低い「ダチョウプリン」等の紹介 

鹿児島県茶商業(協) 鹿児島県産のお茶とお菓子でくつろぐ「百円茶屋」サービス 

鹿児島県屋久杉事業(協) 心に千年の癒しを感じる屋久杉工芸品の紹介 

鹿児島県陶業(協) 薩摩の食の美味しい
．．．．

が引き立つ薩摩焼の紹介 

鹿児島県瓦業(協) 瓦メーカーと連携した災害に強い瓦の紹介 

本場大島紬織物(協) 伝統産業が現代に生きる新しい
．．．

大島紬製品
．．．．．

の紹介 

鹿児島海砂採取(協) 鹿児島ならではの軽石で作る環境にやさしいブロックの紹介 

鹿児島県中小企業団体中央会 組織化に関する相談、異分野とのコラボに関する相談コーナー 
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中央会の動き

女性キャリアアップセミナー・レディス交流会を開催
　８月17 日 (金)、鹿児島市の「レクストン鹿児島」で中央会女性部会（井立田眞里子会長、会員29 名）

と合同で「女性キャリアアップセミナー・レディス交流会」を開催した。

　始めに、筆跡診断士の山上りるも氏が「仕事に生かす筆跡診断～

文字から分かる心理と性格～」と題し講演。受講者に「田口様」「東

京都」「坂本龍馬様」「子」等を書かせ、筆跡診断を行った。

〔文字の大きさ〕

　・小さい文字・・・控えめで前に出ない性格。

　・大小混合型・・・変化を好み、波乱万丈の人生を好む。

〔「口」の閉じ〕

　・右下に隙間がある・・・最後の詰めが甘い。

〔偏（へん）と旁（つくり）の間隔〕

　・間隔が広い・・・異なる意見にも耳を傾けられ、情報・人・モノが集まりやすい。

　・間隔が狭い・・・他の意見に耳を傾けることは苦手だが、職人気質でスペシャリスト。

〔「様」の１画目から上に出ている２画目の長さ〕

　・上に出ている部分が長い・・・リーダー的気質を備えており、自己主張がはっきりしている。

　・上に出ている部分が短い・・・協調性に長けており、聞き上手。

〔「子」のはね〕

　・きちんとはねている・・・責任感があり最後まで物事を全うする。

　・はねていない・・・飽き性で切り替えが早い。

　山上氏は「普段何気なく書く文字の中に、書き手の深層心理が表れる。文字からその人の性格を見抜

くことで、人材育成・人材登用などに活かすとともに、自己の隠れた性格も再発見し、より良い人間関

係の構築へのヒントが見えてくる。」と述べた。

　続いて、合同会社みすづ代表の新田みすづ氏が、「腰痛・肩コリ

改善策！ 筋膜マッサージのすすめ」と題し、腰痛・肩コリの改善

策として注目される「筋膜マッサージ」について講演した。

　最初に２人１組で、お互いを褒めあった。「褒められることで血

行が良くなり自然治癒力がアップする。また、気分が良くなり、

心も健全な状態でいられる。心と体がバランスよく健康なことが

理想的」と語り、続いて、説明を交えながら筋膜マッサージを実

践した。新田氏は「筋膜マッサージとは、心と体のマッサージで

あり、自己の“健康”“元気”“美しさ”に気づき、自分で行うことで一層効果が高まる」と述べた。

　講習会に続いて懇親会が行われ、相互の交流を深めた。
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経営者の皆様 活用しませんか!

H24.4

(人員削減等の送り出しの時は、必ず離職前にご相談ください。)
産業雇用安定センターは、次のような企業への支援を行っています。
無料の職業紹介機関

★　産業雇用安定センターは厚生労働省と産業界・
　　経済団体の協力により設立された公益法人で、
　　全国47都道府県に事務所を置いています。

★　人材の情報収集には、産業雇用安定センターの
　　ホームページhttp://www.sangyokoyo.or.jp/を
　　ご覧ください。

★　出向や移籍のお手伝いのほか、人事労務管理セ
　　ミナー(有料)も行っています。

★　情報管理は万全を期していますので、安心して
　　利用できます。

★　雇用調整を行おうとする場合には、ハローワー
　　クへの相談の時に当事務所の利用をお申し出に
　　なるか、若しくは当事務所に直接ご照会ください。
　　離職予定者の再就職支援には、是非産業雇用安
　　定センターをご活用ください。

◆　事業の拡大や創業、欠員の補充のため人材を確保したい時。
◆　事業の再構築や企業内で余剰人員が発生し、やむなく人員を削減したい時。
◆　企業の経営内容が思わしくなく、事業を廃止せざるを得ない時。
　　　　　解雇予定者等の再就職先のあっ旋、紹介
◆　65歳までの継続雇用が自社内では困難で、該当者の再就職を支援したい時。

　
　産業雇用安定センターでは、
求職者担当制により、きめ細かな
職業相談や、定期的な求人情報の
提供を行うとともに、求人者に
対しては適格な紹介・あっせんを
行っています。
　また、求人者ニーズに基づいた
適格紹介を行うため、求人情報に
ついては、賃金・労働時間等基本的な
情報はもとより、企業訪問等で
得られた詳細な内容、例えば技能・
経験の程度、人物像など、詳細に
把握するよう努めています。

財団法人 産業雇用安定センター 
鹿    児     島     事     務     所

〒892-0838
鹿児島市新屋敷町16ー401
鹿児島県住宅供給公社ビルC棟4階423号
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中央会の動き

特産品の販路拡大に向けた研究会を開催
～さつまいも産業振興協同組合～

地域別交流懇談会を各地で開催 

  

　本会では、組合員の連携交流と地域経済　本会では、組合員の

連携交流と地域経済の活性化を支援するた。

め、県内各地で地域別交流懇談会を開催しており、８月は大隅、

北薩、さつま、指宿の４地区で実施した。

　始めに研究会を行い、中央会が「これからの中央会が目指すも

の」をテーマに、事業計画基本方針、中央会を取り巻く環境の変

化及び中小企業政策の転換等について説明、これらに対応するた

め中央会では新たな理念『組合と共に明日を拓く中央会』を策定

し、新体制のもと会員組合のニーズに応えられるよう取り組んでいく旨を伝えた。また、中小企業の情

報化について、新しいIT技術をいかにビジネスに活かしていくかの情報提供を行い、その後の懇談会で

は、地域経済の現況や中小企業者の要望等について情報交換を行った。

 

 

 

 

８月 28日（火）、鹿児島市の「アーバンポートホテル鹿児島」

で、さつまいも産業振興協同組合を対象に、地域資源振興研究会

を開催した。有限会社ビジネスプランニング代表取締役の勝瀬典

雄氏が「鹿児島県特産品の販路拡大に向けて」と題し講演。 

勝瀬氏は「これまでは同じことを続けていても成長できたが、

それでは生き残れない時代になっており、バブル後の失われた 20

年を見直し、新たな営業戦略に取り組むことが必要である。また、

商品の価値やストーリーは従来の事業にも隠れている。過去を掘

り起こし、新たな付加価値を見い出すことも大切である。」と述べ、地域資源を活用した特産品の効果

的な売り込みや商品価値向上に関するアドバイスを行った。 
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例えば、こんな心配にお応えします

パ ト アルバイトの保障も考えなければパート・ ･･･

であれば、
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業界情報（平成 24年７月情報連絡員報告） 
 製 造 業 

味噌醤油製造業 
例年より遅い梅雨明けと同時に残暑の夏が訪れた。
長雨が祟って季節商品のめんつゆ類も伸びを欠い
ているが、以前に比べいくらか持ち直しの感じは
ある。 

 
酒類製造業 
（平成 24 年 6 月分データ）         （単位 kℓ・%） 

区  分 H23.6 H24.6 前年同月比

製成数量 8,382.0 8,729.5 104.1

移出 

数量 

県 内 課 税 4,544.6 4,678.4 102.9

県 外 課 税 6,083.3 6,470.7 106.4

県外未納税 4,769.1 3,752.9 78.7

在庫数量 233,344.3 208,051.6 89.2
 
漬物製造業 
良いところと悪いところの差がはっきりしだした。

  
蒲鉾製造業 
７月は、梅雨明けが遅く、また雨の日が多かった
影響で観光客が減少し、お土産用の売上げも特に
悪かった。中元時期であるが、不況の影響か中元
の客数・客単価ともに減少し、全体でみると売上
が８％のダウンとなった。 
原材料（スケソー）は、対前年同月比でキロあた
り 20円程の値上げとなった。 

 
鰹節製造業 
昨年同時期も原料不足により原料が高止まり状況
であったが、今年もキロあたり 190 円から 200 円
の状況で厳しい。一方で、在庫が減少した影響で
販売価格は上昇してきている。 
また、資金繰りも良くなっているにもかかわらず、
収益は良くならない状況である。 

 
菓子製造業 
大手コンビニの出店が相つぎ、小規模の菓子店に
とっては厳しい状況が続いている。 

 
大島紬織物製造業 
７月の生産数量は、対前年同月比111％となった。 

 
本場大島紬織物製造業 
平成 24年７月の検査反数は 600反。前年同月対比
91.8％。 

 
木材・木製品製造業 
平年より雨量の多かった長い梅雨が明け、熊本・
大分地方の集中豪雨被害で原木価格の先高懸念は
強まっているものの、薩摩地方の原木価格の低迷
は明けそうもない。 
林野庁・環境庁は、やっと国産材利用にエコポイ
ント制度を創設すると「森林非常事態宣言」を決
議し方針を示したが、山元の森林整備だけが先行

しても、川下の木材利用が進まなければ低迷する
ばかりである。 
要は、いかにして需要拡大を図るかに尽きる。 

 
木材・木製品製造業 
今年の梅雨は７月中旬にようやく明けた。連日の
降雨の影響で九州中部では大災害があり、山地の
崩壊もあったと聞く。このようなことから、原木
出材も価格の低迷とあいまって極端に減少してい
たようである。梅雨も明け、ようやく相場が動き
だし、若干の値戻しが出てきたようである。住宅
も梅雨で着工遅れが見られ、受注量は堅調に推移
しているものの実需に繋がらず、製品相場の値下
がりに繋がっている面もあったようである。 
これからお盆を迎えるが、需要が出てくるとする
ならばこれからだという声は多い。 

 
生コンクリート製造業 
出荷量は対前年同月比 112.9％の 119,823立米で、
特に減少した地域は、指宿、加世田、姶良伊佐、
南隅、甑島、沖永良部。特に増加した地域は、鹿
児島、串木野、川薩、垂水桜島、種子島、屋久島、
奄美大島、奄美南部、喜界島であった。 
官公需は対前年同月比 128.0％の 60,253立米、民
需は対前年同月比100.8％の 59,570立米であった。
民需は前年並みであったが、官公需が大きく伸び
たことで全体では 10％を越える伸びとなった。 
平成 24 年度当初予算分の発注が前倒しも含め順
調に推移しているものと考えられる。 

 
コンクリート製品製造業 
７月の出荷トン数は 5,678 トンで対前年同月比
85.8％となった。出荷量は県本土地区の全ての地
区において減少しており、特に南薩地区は対前年
同月比 50％減少となった。７月度の受注も増えて
おらず、厳しい状況が続いている。 

 
金属製品製造業 
 特段の変化はないものの、需要の停滞感は一層深
まっている。 

 
仏壇製造業 
海外産輸入仏壇内訳（主たる輸入国：中国、ベト
ナム、タイ等）は、平成 24 年４月 23,812 本、５
月 28,316 本、６月 26,609 本。平成 24 年累計
151,033本。 

 
印刷業 
「有機溶剤危険物取扱い」について、全国の事業
所に労働局からの立ち入り検査と指導が続いてい
る。本県でも、このことを受け専門家と労働局か
ら講師を招き勉強会を開催する予定である。因果
関係が未だ確定されず、報道等でしかわからない
事柄をきちんとした形で把握し対処したい。 
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非 製 造 業 
 

卸売業 
景況は悪化している。宇宿地区への大型店進出を
前に、卸団地内では店舗改装や新店舗の建設を行
った量販店があった。宇宿地区への商業施設集中
に警戒感がある。 
大型量販店の相次ぐ進出によって、地元小売業者
には廃業予備軍が増加中であり、最終的には地元
問屋の存続にも関わる事態である。 

中古自動車販売業 
大雨の後はドカ灰で来店もなく、依然として厳し
い状況である。更に、今回の灰は硫黄分が強くモ
ール類が錆びて磨いても取れず、商品車にするに
は交換するしかない状況であり販売店は嘆いてい
る。 
何か対策（補助）はないだろうか。 

青果小売業 
対前月比 115.3％、対前年同月比 92.3％であった。 

農業機械小売業 
早場米が出回り始める頃となったが、以前より価
格に反映されてこない。旨みの点もあるが、政府
米の放出も理由に挙げられる。 
以前は東北の米はおいしいものと思われていたが、
最近では人気が今一つである。 
これから、普通作の刈取に向けて展示会が県内各
地で催される。 

石油販売業 
原油価格は、米欧景気・イラン制裁問題で不透明
感を呈している。 
目下、乱高下を繰返しており、連動して卸価格も
動いている。同時進行した売れ行き不振が値下げ
を呼び込み、規制を失いつつある。要因は天候不
順もあるが、デフレ脱却遅れが悪循環を生んでい
る。夏場のドライブシーズンに期待したい。 

鮮魚小売業 
「なぜ魚食が大切か、魚離れ緊急提言」と銘打っ
て交流シンポジウムが東京で開催された。若い世
代、子育て世代は「知らないものは買わない、食
べない」との理由で魚料理が食卓にのらないよう
である。 
魚に関心を持ってもらい店頭で魚の食べ方を教え
るなど、魚食が大切なことを発信し続けることが
重要である。 

商店街（霧島市） 
７月売上高は前年同月比同等であった。国分中心
市街地では、霧島市最大のお祭り「第 48回霧島国
分夏まつり」が開催され、例年以上の人出で賑わ
った。 
これから３月までの間「国分商店街賑わい創出事
業」として、こくぶ通り会連合会は様々な事業や
イベントを行う。 
また、中央会主催の「商店主のためのフェイスブ
ックセミナー」も参加した方々からは好評で、商
店街活性化に繋がっていくものと感じている。 

商店街（薩摩川内市） 
前半は大雨、後半は猛暑で人出がなかった。天候
が極端すぎるが、人出がない理由はそれだけでは
ないと感じる。 

商店街（鹿児島市） 
７月は鹿児島県によるイベント、千石天神社六月
燈、祇園祭があり、また夏休みで観光客の訪問も
あって飲酒関係の売上高は増加した。一方、物販
については売れ筋商品の在庫不足等（メーカー側）
もあり、昨年並みかやや減少した。 

サービス業（旅館業/県内） 
先月ぐらいから対前年同月比で売上、客数ともに
減少している施設が多く、新幹線効果も一巡した
と見られる。 
学校が夏休みに入る７月下旬あたりからは、徐々
に前年並みに近づき客数が戻ってきつつある。 

美容業 
ボーナスの支給により資金繰りが悪化した。夏は
売上減少となるが、講習やイベントの計画を立て
てスキルアップに努めている。 

旅行業 
７月の集客状況は、対前年同月比 108.0％であっ
た。新幹線全線開通効果で観光客の増加が見られ
たが、今は落ち着いてきている。売上は個々の事
業所にばらつきが出ており、離島を取り扱う事業
所が増加している。 
夏休みの東京ディズニーリゾート、スカイツリー
等東京方面の人気が高く、家族・ＯＬ旅行の申込
みが増加してきており、集客に期待したい。 
秋以降の状況が見えない不安な面もあり、しっか
りとした対策を行うようにしたい。 

建築設計業 
県・市町村とも６月議会も終わり公共事業が発注
されだしたが、気のせいか例年の活気が感じられ
ない。 
組合員も福祉関連施設等の設計・監理業務を抱え
て多忙な事務所と外壁劣化調査等に回らざるを得
ない事務所に分かれており、早急な公共事業の発
注が待たれるところである。 

自動車分解整備・車体整備業 
時期的に暇な頃ではあるが、比較的多忙になるは
ずの月末を迎えても車検台数に伸びがなかった。 

電気工事業 
太陽光発電システムは以前と変わらず好調である
が、価格等が下がり気味である。マンション建設
も継続してあるが、工事金額は厳しい価格となっ
ている。 

内装工事業 
７月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同
月比 68.2％で大幅に減少、壁装ラベル対前年同月
比 168.9％で大幅に増加、じゅうたん等ラベルは
対前年同月比 39.0％で大幅に減少した。民間事業
は忙しく職人も不足している状況ではあるが、公
共事業は少なく今後増えてくるのではないかと期
待している。 

建設業（鹿児島市） 
受注状況が悪化している。 

建設業（出水市） 
生コンの取引条件（現金払い、価格等）で組合員
が苦しんでいる。 

建設業（曽於市） 
受注状況に明るい兆しは見えない。 

貨物自動車運送業 
６月に入り燃料価格は安定してきている。 
また、飲酒運転の根絶、シートベルト着用の徹底
など夏の交通事故防止運動が実施され、各運送会
社は交通安全意識の普及啓発を行った。 

運輸業（個人タクシー） 
昨年同期と比較すると、昨年は新幹線全線開業効
果で県外客が増加したが、今期は幾分減少したよ
うに感じる。夏休み期間（８月）の観光客等の伸
びに期待したい。 
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�� �� 年�月 鹿児島�������� 

（負債額 1,000 万円以上・法的整理のみ） 

㈱帝国データバンク 鹿児島支店 

 

件数 11 件 負債総額 17 億 6,700 万円 

〔件数〕前年同月比９件増 〔負債総額〕前年同月比 376.3％増 
 

 
 

���� 

 平成 24 年８月の鹿児島県内の企業倒産（負債額 1,000 万円以上・法的整理）は、件数で 11 件（前月

比 120.0％増、６件増、前年同月比 450.0％増、９件増）、負債総額は 17 億 6,700 万円（前月比 2.7％増、

4,700 万円増、前年同月比 376.3％増、13 億 9600 万円増）となった。 

 

������ 

 ・業種別では、建設業４件、製造業１件、卸売業３件、小売業３件。 

・主因別では、販売不振８件、放漫経営２件、経営者の病気・死亡１件。 

・資本金では、100 万円～1,000 万円未満７件、1,000 万円～5,000 万円未満４件。 

・負債額では、1,000 万円～5,000 万円未満５件、5,000 万円～１億円未満２件、 

１億円～５億円未満３件、５億円～10 億円未満１件。 

・地域別では、鹿児島市６件、南薩地区２件、大隅地区２件、大島郡１件。 

 

������ 

８月度としての倒産件数は、前月比６件増の 11 件であった。件数としては平成 23 年７月の 12 件以

来の 10 件を超える水準となり、８月までの件数としても平成 23 年 33 件に対して、同期間比で 18％増

加する 39 件となった。１件当たり負債金額としては１億 6,000 万円と資本金 5,000 万円未満の中小企

業が中心となった。 



21

中小企業かごしま／2012.9

倒産概況

【今後の見通し】

　８月発表の内閣府月例経済報告によると、海外経済の減速で輸出や生産が鈍化していることを背景と

して「一部に弱い動きがみられる」として景気の判断基調を10 カ月振りに引き下げた。

　鹿児島県内の景況としては、生産活動においては焼酎、かつお節は前年を下回り、電子部品関連にお

いてはスマートフォン向けが堅調に推移しているが、家電関連の需要低迷や海外との競争激化で厳しい

状況が続くなど全体としては低調な動きを示した。

　観光関連においては主要ホテル・旅館宿泊者数は減速、主要観光施設入場者数も前年を下回るなど、

九州新幹線全通効果が一巡し弱含みとなった。

　消費関連では大型小売店は天候要因もあって前年を下回ったが、乗用車新車販売台数はエコカー補助

金による駆け込みもあり前年を上回り、全体としては横ばいとなった。

　投資関連は公共工事の件数、請負金額ともに前年を上回り、新設住宅着工戸数は４カ月連続で上回り、

主要建設資材卸売業者の売上も増加するなど持ち直しの動きをみせた。

　今後については、円高や海外景気低迷、各種政府補助金の終了による反動減などによる景気下振れ要

素も散見され、取り巻く環境は厳しいものとなっている。中小企業金融円滑化法の期限切れを睨んだ企

業支援の枠組みも模索されている一方で、金融機関の企業選別の動きも厳しさを増すものとみられ、同

法の期限切れを待たず再生の道筋を見通せない企業の淘汰が進み、倒産動向には注視していく必要があ

ろう。

 

平成 24年８月企業倒産状況（法的整理のみ） 

企業名 所在地 業 種 
負債総額 

(百万円) 

資本金 

(千円) 
態 様 

(有)Ｋ 志布志市 建設業 10 3,000 破産 

Ｍ(株) 肝 付 郡 小売業 178 10,000 破産 

(有)Ｈ 南さつま市 卸売業 30 3,000 破産 

(有)Ｋ 日 置 市 卸売業 80 5,000 破産 

(有)Ｋ 鹿児島市 卸売業 10 3,000 破産 

(有)Ｏ 鹿児島市 製造業 100 10,000 破産 

(有)Ｗ 鹿児島市 小売業 50 4,000 破産 

(株)Ｐ 鹿児島市 小売業 10 3,000 破産 

(株)Ｔ 鹿児島市 建設業 999 40,000 破産 

(有)Ｇ 鹿児島市 建設業 10 3,000 破産 

(株)Ｆ 大 島 郡 建設業 290 30,000 破産 

11件 17億 6,700万円
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中央会関連主要行事予定

共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904

中央会関連主要行事予定 

 

 

平成 24 年 10 月 

6日(土) 
 8：05 

中央会青年部会チャリティゴルフ大会 
鹿児島市「島津ゴルフ倶楽部」 

10日(水) 
15：00 

商店主のためのフェイスブック導入セミナー 
志布志市「志布志市商工会」 

10日(水) 
16：00 

地域別交流懇談会（南薩地区） 
南さつま市「南さつま商工会議所」 

11日(木) 
 13:00 
   ～ 
12日(金) 
15:00 

大島地区特別相談 
奄美市「大島支庁 奄美会館２F中会議室」 

16日(火) 
16：00 

地域別交流懇談会（志布志地区） 
志布志市「大黒本店」 

18日(木) 
18：30 

商店主のためのフェイスブック中級セミナー 
鹿児島市天文館「コルテーヌビル」 

20日(土) 
 11:00 
   ～ 
21日(日) 
17:00 

組合展示会 
鹿児島市「鹿児島中央駅アミュ広場」 

スローガン「組合 絆 ルネサンス 日本は一つ」 

日時：平成 24年 10月 25日（木）14時 10分～ 

場所：宮崎市「フェニックス・シーガイア・リゾート」 

（特別企画）泉谷しげるトークライブ 

～被災地復興へ魂を込めて～ 

※本年度は全国大会が九州で開催されるため、九州大会

は開催されません。 

第 64回中小企業団体全国大会 in宮崎

総務企画課 099-222-9258

●お申し込みは
鹿児島県中小企業団体中央会



共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者
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『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)
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鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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■ 受験資格
特になし
（ただし、組合士として認定されるには
組合等での実務経験が必要です。）

■ 試験科目
●組合会計　●組合制度　●組合運営

■ 試験日
平成24年12月2日（日）

■ 試験地
札幌、青森、仙台、秋田、郡山、さいたま、
東京、長野、静岡、名古屋、大阪、
松江、岡山、広島、山口、高松、福岡、
長崎、大分、宮崎、那覇

■ 願書受付期間
平成24年9月3日（月）～10月15日（月）

■ 受験料
5,000円
（一部科目免除者は3,000円）

■ その他
お申し込み方法など詳しいことは、最寄りの
都道府県中小企業団体中央会にお問い合わ
せ下さい。

■ お問い合わせ先
都道府県中小企業団体中央会
全国中小企業団体中央会
TEL.03-3523-4905
http：//www.chuokai.or.jp

主催／ 後援／中小企業庁　協力／都道府県中小企業団体中央会

平成24年度

中小企業組合
検定試験

201212.2〈 SUN 〉

JUST TRY

組合のあしたを拓く組合士
1組合 1組合士

検定試験を受けて
組合士になろう！

発行所／鹿児島県中小企業団体中央会
　　　　鹿児島市名山町9番1号　〒892－0821　　 電話（099）222－9258　FAX（099）225－2904
発行人／小正芳史　印刷所／渕上印刷株式会社　電話（099）268－1002　FAX（099）266－3423

第687号
2012

●平成24年度 中小企業労働事情実態調査速報

9


	9月号中小企業かごしま-HP用.pdf

